
 
 
 
 
 
報道機関各社 殿 

平成２４年３月２２日 
                                                 留萌開発建設部 広報官 

 

 

 

お  知  ら  せ 

件名 
一般国道２３２号天塩バイパスが開通します 
～冬期視程障害の低減により安全性が向上～ 

 

         

留萌開発建設部では、天塩町市街部における安全性等の向上、地吹雪による通行止めの解消

および視程障害の改善を図るため、一般国道２３２号天塩バイパス事業を進めております。 

この度、郊外部の延長５．０km が３月２８日（水）１２時（正午）に開通しますのでお知

らせします。 

 

 

                   記 

  開 通 日 時：平成２４年３月２８日（水）１２時（正午） 

  延   長：Ｌ＝５．０km 

  区   間：一般国道２３２号 天塩
て し お

町字北川口
きたがわくち

～天塩
て し お

町字川口
かわぐち

  

    

 

   

※詳細につきましては、別紙をご覧下さい。 

 

 

 

 

所     属 役 職 名 氏   名 代 表 電 話 

留萌開発建設部 広報官 広  報  官 堀 敏雄 
0164－42－2393 

（内線：209） 

問
合
せ
先 

留萌開発建設部 道路計画課 道路計画課長 石山 清 
0164－42－4526 

（内線：351） 

 

お知らせ内容 

電話 ４２－２３９３ 
内線 ２０９ 



一般国道２３２号天塩バイパス
平成２４年３月２８日（水）１２時（正午）に開通します

一般国道２３２号天塩バイパスは、天塩町市街部における安全性等の向上、地吹雪
による通行止めの解消および視程障害の改善を図り、道路の安全な通行の確保を目
的とした延長８．０kmのバイパス事業です。
天塩市街部の３．０kmは平成１５年３月に開通しておりましたが、この度、郊外部の

５．０kmが３月２８日（水）１２時（正午）に開通しますのでお知らせいたします。

なお、今回の開通により一般国道２３２号天塩バイパス事業の全区間が完成しました。
これまで工事実施にあたりましてはご協力ありがとうございました。

３月２８日（水）１２時（正午）から新ルートでの通行が可能となります

３月２８日～現在の通行
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■市街部における安全性等の向上■
天塩バイパス市街地部の部分供用によって、冬期の降雪のため、道路幅が狭くなる

旧道からの交通転換が図られるとともに、これまで市街地内を通過していた砂利輸送
等の大型車がバイパスへ転換することで、旧道における事故が大幅に減少し、生活
環境の改善及び歩行者等の安全性の向上等が図られています。

◎供用前の市街地の状況

一般国道２３２号天塩バイパスの整備効果

天塩バイパスの市街部供用前は、住民から「騒音」、「粉塵」等の苦情が相次ぎました。また、市街
地内の道路は道幅が狭く、歩行者と車両の接触の危険性もありました。
供用後は、天塩バイパスと町で整備した臨港道路経由にルート変更を各運送会社へ促した結果、

苦情も激減し、町民の交通事故防止にも大きく役立っています。
【天塩町役場ヒアリングより】

■地吹雪による通行止めの解消や視程障害の改善■
天塩バイパス郊外部は、鉄道防雪林の有効活用等により、地吹雪・視程障害の緩

和が見込まれ、またバイパス整備により現道の急カーブが解消されることから、冬期
交通事故の減少が期待されます。

冬期視程障害による事故

鉄道防雪林の
有効活用、防
雪林の設置等

視程障害が緩和

＜通行止め＞Ｈ１１．４～Ｈ２４．２

回数＝５回、時間＝６９ｈ

冬期障害（地吹雪・視程障害）

資料：留萌開発建設部

◎市街地の事故発生件数（人身）
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Ｈ15.3天塩バイパス

市街部供用開始

資料：留萌開発建設部

約８割減！

Ｈ１８～Ｈ２２季節別事故割合
（並行現道未整備区間）

夏期事故
８件（１５％）

冬期事故
４４件（８５％）

冬期：１１月～３月
資料：留萌開発建設部

８割以上が
冬期事故！

資料：留萌開発建設部
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◎旧道と天塩バイパスの
大型車台数の変化

※供用前H15年2月4日、供用後H15年3月7日

71％転換！

歩道 歩道車 道

降雪に
よる積雪

冬は道路幅が狭くなり、
すれ違うのがやっと。



一般国道２３２号天塩バイパスの整備効果

◎生乳輸送

乳業工場（幌延町）

主にバターや
脱脂粉乳として
加工

生乳生産量
天塩町：約51,000t／年

生乳生産量
遠別町：約14,000t／年

１３ｔ ミルクローリー車で
天塩町、遠別町より幌延町の
乳業工場へほぼ毎日輸送

■稚内市へのアクセス向上が見込まれ、生活利便性が向上■
天塩バイパス郊外部の整備により、天塩町をはじめとする留萌北部地域から稚内市

へのアクセス向上が図られ、通院や転院搬送等の生活利便性向上が期待されます。

■生乳・生体牛の輸送の利便性が向上■
乳用牛は、輸送のストレスが大きいと、乳量が減ってしまうこと等もありますが、天塩

バイパス郊外部の整備により、輸送の安全性・安定性が高まり、生乳及び生体牛の
品質の確保と物流の効率化に寄与するものと期待されています。

落札された生体牛
（初妊牛が主体)
10t車(15頭積載)・
15～20台／1開催

苫小牧港・小樽港・
函館港から道外へ

天塩町農協：約4,700頭／年

オロロン農協：約1,200頭／

年

苫前町農協： 約700頭／年

ホルスタイン牛（初妊牛）

写真：(社)全国肉用牛振興基金協会

資料：天塩町農協、オロロン農協遠別支所
調べ（H18）

天塩町における転院搬送状況（H18）

資料：北留萌消防組合消防署天塩支署調べ（H19）
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資料：留萌開発建設部「平成19年度
管内の道路整備に関するアンケート
調査」（対象：沿線住民）N=115

稚内市へ
約８割！

◎生体牛輸送

生体牛は揺れや振動により倒伏の危険性があり、また牛にストレスがかからないように、 輸送の際

は、慎重に運転しています。天塩バイパスの整備により、生体牛輸送の効率化が図られ、牛に与える
ストレスが軽減されるものと期待しています。

【函館市の生体牛輸送会社ヒアリングより】

天塩バイパス郊外部との並行区間では、急なカーブや冬期間の吹雪、地吹雪による視程障害が課
題となっています。天塩バイパス郊外部の整備により、救急搬送時における迅速性の向上、安定性・
安全性の高い搬送が可能となり、地域医療の支援に効果があるものと期待しています。

【北留萌消防組合消防署天塩支署ヒアリングより】
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